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議案第３号 

 

職員の給料の調整額に関する条例の一部を改正する条例案 

 

職員の給料の調整額に関する条例（平成18年大阪市条例第22号）の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに順次対応する改正後欄に掲げ

る規定の傍線を付した部分のように改め、改正後欄に掲げるその標記部分に二重傍線を付した規定

（以下「対象規定」という。）を加える。 

改正後 改正前 

（支給対象及び支給額） 

第２条 調整額は、次の各号に掲げる職員に

対し、当該各号に定める月額を支給する。 

[⑴・⑵ 略] 

⑶ こども相談センターに勤務する職員の

うち、次に掲げる業務に直接従事するこ

とを本務とするもの 20,000円 

 

ア 一時保護所の入所者に対する生活指

導 

イ 児童及びその家庭についての相談、

指導及び調査 

ウ 児童福祉施設への入所措置その他児

童の福祉措置 

エ 児童の心理学的、教育学的、社会学

的及び精神衛生上の判定 

オ 児童等に対する心理学的、教育学的、

社会学的及び精神衛生上の指導 

カ 里親相談 

[⑷～⑼ 略]   

[２・３ 略] 

（支給対象及び支給額） 

第２条 [同左] 

 

[⑴・⑵ 同左] 

⑶ こども相談センター一時保護所に勤務

する職員のうち、入所者又は通所者に対

する生活指導に直接従事することを本務

とするもの 13,000円 

[新設] 

 

[新設] 

 

[新設] 

 

[新設] 

 

[新設] 

 

[新設] 

[⑷～⑼ 同左]   

[２・３ 同左]  

備考 表中の[ ]の記載及び対象規定の二重傍線を付した標記部分を除く全体に付した傍線
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は注記である。 

   附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の職員の給料の調整額に関する条例

（以下「改正後の条例」という。）の規定は、令和２年４月１日（以下「適用日」という。）から

適用する。 

（給与の内払） 

２ この条例による改正前の職員の給料の調整額に関する条例の規定に基づいて適用日からこの条

例の施行の日の前日までの間に職員に支払われた給与は、改正後の条例の規定による給与の内払

とみなす。 

（施行の細目） 

３ この附則に定めるもののほか、この条例の施行に伴う清算その他必要な事項は、市長が定める。  

令和３年２月10日提出 

大阪市長  松 井 一 郎  

 

説 明 

 こども相談センターに勤務する職員のうち給料の調整額を支給されるものの範囲を改めるととも

に、同センターの一時保護所に勤務する職員に対して支給する給料の調整額の月額を改定するため、

条例の一部を改正する必要があるので、この案を提出する次第である。 

 


